
やさと 

○町の人口（12月１日現在）男15,220人  女15,414人  計30,634（前月比＋9）世帯数8,350世帯（前月比＋20） 

広  報 
Yasato 
Public 
Information 
 

2002  No.570

友達と遊ぶのが大好き！ 友達と遊ぶのが大好き！ 
園部保育所にて 園部保育所にて 



     

　
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
域
内
各
国
に
よ
る
国
際
的
障

害
者
施
策
の
向
上
を
図
る
た
め
、
１
９
９
３

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
障

害
者
の
十
年
」
。
そ
の
最
終
年
に
当
た
る
今

年
十
月
、
こ
の
十
年
を
総
括
し
、
次
の
「
十

年
」
の
行
動
計
画
に
つ
い
て
検
討
す
る
政
府

間
会
合
が
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
「
十
年
」
が
目
指
す
の
は
、
障
害
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
相
互
に
個
性
を
尊
重
し
、

支
え
合
う
共
生
社
会
の
実
現
で
す
。
こ
の
目

標
は
各
国
の
施
策
に
反
映
さ
れ
、
多
く
の

国
・
地
域
で
施
設
整
備
や
啓
発
・
広
報
な
ど

の
面
で
改
善
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
身
体
的
、
物
理
的
、
社
会
的
、
制
度
的

な
点
で
、
ま
だ
た
く
さ
ん
の
バ
リ
ア
が
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
本
の
主
唱
に
よ

り
、
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
の
十
年
」
を

さ
ら
に
十
年
延
長
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
新
し
い
「
十
年
」
の
基
本
理
念
は
、
「
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
か
つ
権

利
に
基
づ
く
社
会
」、
す
な
わ
ち
、
市
民
的
、

文
化
的
、
経
済
的
、
政
治
的
、
社
会
的
バ
リ

ア
の
な
い
、
す
べ
て
の
個
人
の
人
権
に
基
づ

く
、
す
べ
て
の
人
々
の
た
め
の
社
会
の
実
現

で
す
。
こ
の
新
し
い
障
害
者
施
策
の
取
り
組

み
は
、
２
０
０
３
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。 

   

　
社
会
の
一
員
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
加

し
、
自
分
の
個
性
や
能
力
を
発
揮
し
、
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
実
現
し
た
い
―
障
害
が
あ
っ
て
も

な
く
て
も
、
そ
う
思
う
気
持
ち
は
だ
れ
で
も
同
じ

で
す
。 

　
し
か
し
、
現
実
の
社
会
で
は
、
障
害
が
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
な
い
、
能

力
や
個
性
を
発
揮
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
障
害
は
あ
っ
て
も
、
人
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
能
力
や
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
能
力
が
発
揮
で
き
な
い
の
は
、
障
害
が
原
因
で

は
な
く
、
私
た
ち
の
社
会
が
、
障
害
の
あ
る
人
が

能
力
を
発
揮
し
た
り
、
活
動
し
た
り
し
や
す
い
し

く
み
に
な
っ
て
い
な
い
か
ら
な
の
で
す
。 

　
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
同
じ
社
会
で
お

互
い
に
自
分
を
発
揮
し
、
自
由
に
活
動
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
社
会
全
体
を
障
害
の
あ
る

人
も
活
動
し
や
す
い
し
く
み
に
変
え
て
い
く
こ

と
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。 

⑵

障害があるために、活動が制限されることは少なくありません。  

それは、社会が障害のある人にとって動きやすいつくりにはなっていないためです。  

ノーマライゼーションは、障害のある人のバリアをなくし、 障害のない人と同じ社会で 

共に生活し、活動できる社会の構築を目指すもの。  

皆さんも、身近なところから、ノーマライゼーションについて考えてみませんか。 

◆
障
害
が
あ
る
人
も
活
動
し
や
す
い 

　
社
会
の
し
く
み
に
変
え
て
い
く 

２
０
０
３
年
か
ら
新
「
ア
ジ
ア
太
平
洋 

障
害
者
の
十
年
」
が
ス
タ
ー
ト 

 

ノーマライゼーション 
障害のある人もない人も、同じ目線で生きていく 



　
障
害
の
あ
る
人
も
、
障
害
の
な
い
人
と
同
じ
よ

う
に
、
一
人
一
人
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
や
能
力
を
も

っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
能
力
を
発
揮
し
て
、
障

害
の
な
い
人
と
同
じ
立
場
で
働
け
る
環
境
に
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
雇
用
す
る
側
の
企
業
な

ど
で
も
、
職
場
内
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
す
る
な

ど
、
障
害
の
あ
る
人
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備

す
る
ほ
か
、
障
害
の
有
無
に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
の

人
自
身
の
能
力
を
評
価
し
て
採
用
し
て
い
く
と
い

っ
た
こ
と
を
、
積
極
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
障
害
の
有
無
に
と
ら
わ
れ
ず
生
活
で
き
る
こ

と
、
そ
れ
が
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
目
指

す
究
極
の
目
標
で
す
。
そ
う
し
た
社
会
に
し
て
い

く
た
め
に
、
ま
ず
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
障
害
の

あ
る
人
の
視
点
で
、
私
た
ち
の
社
会
の
在
り
方
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

   

　
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
目
指
す
の
は
、
障

害
の
あ
る
人
自
身
が
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、
自

分
の
力
で
自
由
に
活
動
し
、
経
済
的
に
も
自
立
し

て
生
き
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
面
を
見
直
し
て
、
障
害
の
あ
る
人
が

障
害
の
な
い
人
と
同
じ
よ
う
に
自
由
に
活
動
し
や

す
い
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
例
え
ば
、
施
設
や
建
築
物
な
ど
の
段
差
を
な
く

し
た
り
、
通
路
の
幅
を
広
く
し
た
り
す
る
な
ど
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
進
め
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
で

す
。
こ
う
し
た
物
理
的
な
環
境
を
整
え
る
と
と
も

に
、
も
う
一
つ
重
要
な
の
が
、
経
済
的
な
自
立
の

た
め
の
雇
用
面
で
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　 

　
　
　 

⑶

障害者の日・障害者週間 

　障害者自らの自立と社会参加への意欲、国民の障害者問題に対する理解と認 

識をより一層高めるための運動を展開する期間として、平成７年に設けられた 

週間です。その期間は、12月３日の国際障害者デーから12月９日の「障害者の 

日」までの１週間です。 

　ノーマライゼーションとは、１９５０年代、デンマークにおける知的障害者の親の会が、「施設入所の子どもも家族ととも

に生活する権利がある」と主張する運動の中から生まれた考え方を表現したものです。この考え方は、１９７５年に国連が決

議した「障害者の権利宣言」の基本理念となり、わが国でも、１９８１年の国際障害者年以降、この考え方が一般化してきま

した。 

　具体的には、障害のある人も障害のない入も、高齢者も若者も、すべて人間として普通（ノーマル）の生活を送るため、と

もに暮らし、ともに生きていくような社会こそノーマルである、という考え方です。そして、障害のある人を特別扱いするの

ではなく、一般社会の中で普通の生活が送れるような条件を整えるべきであるとされています。 

●ノーマライゼーションの考え方 

◆
障
害
の
有
無
に
と
ら
わ
れ
ず
自
立 

　
し
て
生
活
で
き
る
社
会
に 

 



     

　
公
的
年
金
制
度
に
は
国
民
年
金
、
厚

生
年
金
、
共
済
組
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
う
ち
国
民
年
金
に
は
二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
全
員
が
加
入
し
ま
す
。
厚

生
年
金
、
共
済
組
合
の
加
入
者
は
同
時

に
国
民
年
金
に
も
加
入
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
加
入
し
て
、

保
険
料
を
納
付
し
、
変
更
が
あ
れ
ば
届

け
出
を
す
る
、
こ
の
三
つ
を
お
さ
え
て

お
け
ば
、
あ
な
た
の
年
金
は
安
心
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

     

○
第
一
号
被
保
険
者
と
は 

　
自
営
業
、
学
生
な
ど
で
二
十
歳
以
上

六
十
歳
未
満
の
方
で
す
。
加
入
は
二
十

歳
に
な
っ
た
ら
町
に
届
け
出
ま
す
。
保

険
料
は
、
月
額
一
万
三
千
三
百
円
を
、

郵
便
局
や
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
で
納

付
し
ま
す
。
会
社
や
役
所
に
就
職
し
た

と
き
は
勤
務
先
へ
届
け
出
を
。
第
二
号

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
結
婚
し
て
会

社
員
や
公
務
員
の
被
扶
養
配
偶
者
に
な

っ
た
と
き
は
配
偶
者
の
勤
務
先
へ
届
け 

     

出
を
。
第
三
号
被
保
険
者
に
な
り
ま

す
。 

○
第
二
号
被
保
険
者
と
は 

　
会
社
員
・
公
務
員
で
厚
生
年
金
、
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
二
十
歳
以
上

六
十
五
歳
未
満
の
方
で
す
。
保
険
料
は

給
料
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
職
場
を

退
職
し
た
と
き
は
町
へ
届
け
出
を
。
第

一
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
転
職
し

て
厚
生
年
金
か
ら
共
済
組
合
、
ま
た
は

そ
の
逆
に
変
っ
た
と
き
は
勤
務
先
へ
届

け
出
を
。
同
じ
く
第
二
号
被
保
険
者

に
な
り
ま
す
。
会
社
員
や
公
務
員
と

結
婚
し
、
被
扶
養
配
偶
者
に
な
っ
た

と
き
は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
へ
届
け

出
を
。
第
三
号
被
保
険
者
に
な
り
ま

す
。 

○
第
三
号
被
保
険
者
と
は 

　
会
社
員
・
公
務
員
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
で
二
十
歳
以
上
六
十
歳

未
満
の
方
で
す
。
加
入
は
配
偶
者
の

勤
務
先
に
届
け
出
ま
す
。
保
険
料
は

配
偶
者
の
加
入
し
て
い
る
制
度
か
ら

拠
出
さ
れ
る
の
で
、
個
別
に
納
め
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
年
収
か
ら
百
三
十
万
円
以
上
に
な

っ
た
と
き
や
離
婚
し
た
と
き
は
町
へ

届
け
出
を
。
第
一
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。
会
社
員
・
公
務
員
に
な
っ

た
と
き
は
勤
務
先
へ
届
け
出
を
。

第
二
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

配
偶
者
が
会
社
や
役
所
を
や
め
て

自
営
業
等
に
な
っ
た
と
き
は
町
へ

届
け
出
を
。
第
一
号
被
保
険
者
に

な
り
ま
す
。
配
偶
者
が
別
の
会
社

や
役
所
に
就
職
し
、
厚
生
年
金
か

ら
共
済
組
合
、
ま
た
は
そ
の
逆
に

変
っ
た
と
き
は
配
偶
者
の
勤
務
先

へ
届
け
出
を
。
第
三
号
被
保
険
者

に
な
り
ま
す
。 

○
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き

は
… 

■
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す 

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料

を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
申
請
す
る

と
保
険
料
納
付
を
全
額
あ
る
い
は
半
額

免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

■
学
生
に
は
納
付
特
例
が
あ
り
ま
す 

　
学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
以
下

（
年
収
百
三
十
三
万
円
が
目
安
）
の
場

合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
を
後
か
ら
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
納
付
特
例
制
度
が

あ
り
ま
す
。 

　
納
付
に
困
っ
た
と
き
は
未
納
の
ま
ま

に
せ
ず
社
会
保
険
事
務
所
や
町
の
窓
口

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　

　
免
除
や
特
例
を
受
け
た
期
間
の
保
険

料
は
、
十
年
以
内
な
ら
後
か
ら
納
付
し

て
老
齢
基
礎
年
金
を
満
額
に
近
づ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
全
額
免
除
、
半
額
免
除
お
よ
び
学
生

納
付
特
例
は
、
毎
年
度
申
請
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。 

○
会
社
を
や
め
た
と
き 

　
退
職
し
て
、
次
に
就
職
す
る
ま
で
に

間
が
あ
る
場
合
、
い
っ
た
ん
第
一
号
被

保
険
者
に
変
更
に
な
り
ま
す
。 

　
う
っ
か
り
未
納
期
間
を
つ
く
っ
て
し

ま
わ
な
い
よ
う
に
、
忘
れ
ず
に
保
険
料

を
納
め
ま
し
ょ
う
。 

○
老
後
の
安
心
は
万
全
に 

　
年
金
受
給
者
と
受
給
年
金
額
（
表

１
）
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
国
民
年

金
保
険
料
収
納
（
表
３
）
は
落
ち
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
ま
ま
で
は
年
金
受
給
資
格
（
表

２
）
の
な
い
方
が
増
え
る
一
方
で
す
。

老
後
の
支
え
と
し
て
年
金
の
受
給
は
か

け
が
え
の
な
い
収
入
源
。
加
入
・
納

付
・
届
け
出
を
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し

て
受
給
資
格
の
喪
失
を
防
止
し
ま
し
ょ

う
。 

⑷

年度 

給付区分 
 
老齢給付 
総　　数 

障害給付 
総　　数 

遺族給付 
総　　数 

合　　計 

 

平成３年度末 
 

平成８年度末 
 

平成13年度末 
 

5,627 

343 

128 

6,098 

 

2,081,394 

279,367 

78,316 

2,419,078 

 

6,268 

348 

147 

6,763 

 

2,867,582 

302,832 

52,771 

3,223,185 

 

6,689 

384 

123 

7,196 

 

3,456,406 

341,010 

49,324 

3,846,741 

 

（八郷町） 

（八郷町）（平成14年10月末現在） 

（表１）年金受給者及び受給年金額の推移　　 

受給者数 
（人） 

年 金 額 
（千円） 

受給者数 
（人） 

年 金 額 
（千円） 

受給者数 
（人） 

年 金 額 
（千円） 

（表２）年金受給資格の判定 

受 給 要 件 判 定 対象者（人） 割 合（％） 

今後納付すれば受給資格がある者 

6 0 歳 以 上 の 任 意 加 入 者等 

60歳以降に任意加入しないと受給 
資格を満たさない者 

受 給 資 格 を 満 た さ な い 者 

判別対象者合計（喪失者を含む） 

 

 

13,629 

19 

344 

178 

14,170

98.18 

0.13 

2.43 

1.26 

100.00

（表３）国民年金保険収納（検認率）の推移 
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80.0％ 

75.0％ 
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65.0％ 

60.0％ 

八郷町 　　社保 

92.7％ 

86.8％ 

75.1％ 

85.5％ 

79.4％ 

70.6％ 

平成３年度末 平成８年度末 平成13年度末 

生
涯
保
障
は
二
十
歳
か
ら 

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん 

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん 

問い合わせ先 

国保医療課 

内線１１２１ 



⑸

償却資産とは？ 
 

償却資産は申告が必要です 償却資産は申告が必要です 
●問い合わせ先　役場１階税務課　内線１１３６ 

などの事業用資産が当てはまります。 

　したがって、例えばミシンを家庭用として使用している場合には、課税対象とはなりませんが、事業用として 

縫製工場などで使用している場合には償却資産として課税の対象となります。 

 

　このような償却資産をお持ちの方は、毎年1月１日現在の所有状況を、1月31日までにその資産の評価の算出に 

必要となる事項を記入した申告書を提出することになります。 

各業種共通 

小売業 

飲食業 

理容業・美容業 

医院・歯科医院 

工場 

建設業 

自動車整備業 
ガソリン販売業 
 

駐車場設備、受変電設備、舗装路面、広告塔、看板、ロッカー、エアコン、コピー機、 
レジスター、金庫など 

商品陳列ケース、陳列棚、自動販売機、冷蔵庫、冷凍庫など 

厨房設備、カラオケセット、接客用家具・備品、テレビなど 

理・美容椅子、洗面設備、タオル蒸器、サインポールなど 

各種医療機器、各種キャビネットなど 

受変電設備、看板、構内舗装、貯水設備、福利厚生設備など 

パワーショベル、コンクリートカッター、ミキサーなど 

スチームクリーナー、オイルチェンジャー、地下タンク、照明設備、コンプレッサー、 
洗車機、溶接機など 
 

業種別の課税対象償却資産の例 

　土地や建物には固定資産税が課税されますが、会社や個人で商店や工場などを経営されてい 

る方などが、その事業を行うための機械・機具・備品などの固定資産を償却資産として、土地 

や建物と同じく固定資産税が課税されます。 

　自動車税・軽自動車税の課税対象になる自動車は、償却資産の範囲から除かれ課税の対象と 

はなりません。 

償却資産の例 
 

業種名 
 

税務課から
お知らせ 

税務課から
お知らせ 



　
茨
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
十
二
月
八
日
午
前
七
時
か

ら
町
内
二
十
七
の
投
票
所
で
は
じ
ま
り
午
後
八
時
に
投
票
所
を

閉
鎖
し
、
午
後
九
時
か
ら
役
場
会
議
室
で
開
票
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
の
有
権
者
数
は
二
四
、
一
八
二
人
、
投
票
数
一

四
、
七
七
七
人
で
投
票
率
は
六
一
・
一
一
％
と
い
う
結
果
で
し

た
。
八
郷
町
開
票
区
に
お
け
る
各
候
補
者
の
得
票
数
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

⑹

県
議
会
議
員
一
般
選
挙 

町
の
投
票
率
は
　
　
％
で
し
た 

61.11

候 補 者 名 得票数 

飯　岡　　ひ　で　ゆ　き　　　　3,153 

桜　井　　と　　み　　お　　　　9,117 

坪　井　　と　　お　　る　　　　2,325 

無　効　投　票　　　　　　　　　　182 

 ※候補者順番は届け出順です。 
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  

        

恐
喝
・
強
盗 

　
傾
向 

●
若
者
が
中
年
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
を

い
き
な
り
恐
喝
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
お

や
じ
狩
り
」
の
多
く
は
、
深
夜
の
人
通

り
の
少
な
い
場
所
で
発
生
し
て
い
ま

す
。 

●
パ
チ
ン
コ
景
品
交
換
所
な
ど
、
金
品

を
持
っ
て
い
る
人
を
待
ち
伏
せ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。 

●
バ
ッ
ト
や
ナ
イ
フ
を
使
っ
て
襲
う
な

ど
、
粗
暴
・
凶
悪
化
し
て
い
ま
す
。 

　
対
策 

○
人
通
り
の
少
な
い
場
所
や
、
深
夜
の

繁
華
街
な
ど
危
険
地
帯
を
避
け
ま
し
ょ

う
。 

○
多
額
の
現
金
を
持
ち
歩
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 

○
恐
喝
に
あ
っ
た
ら
、
無
理
に
抵
抗
せ

ず
、
そ
の
場
か
ら
逃
げ
る
か
、
助
け
を

求
め
ま
し
ょ
う
。 

ス
リ 

　
傾
向 

●
キ
ッ
プ
売
り
場
、
電
車
の
中
、
デ

パ
ー
ト
の
特
売
場
、
映
画
館
な
ど
、
多

く
の
人
が
集
中
す
る
場
所
で
発
生
し
て 

        

い
ま
す
。 

●
見
張
り
役
、
実
行
役
、
逃
走
役
な
ど

の
役
割
分
担
を
し
た
集
団
ス
リ
が
増
え

て
い
ま
す
。 

　
対
策 

○
財
布
の
場
所
は
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

○
バ
ッ
ク
や
リ
ュ
ッ
ク
が
開
い
て
い
な

い
か
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

ひ
っ
た
く
り 

　
傾
向 

●
ひ
っ
た
く
り
の
犯
人
は
、
人
通
り
の

少
な
い
場
所
で
一
瞬
の
ス
キ
を
ね
ら
っ

て
い
ま
す
。 

●
自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
を
使
い
、
バ

ッ
ク
を
奪
い
取
っ
て
逃
走
す
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。 

●
「
何
か
つ
い
て
い
ま
す
よ
」
と
親
切

を
装
い
、
ス
キ
を
ね
ら
っ
て
バ
ッ
ク
を

奪
う
手
口
も
増
え
て
い
ま
す
。 

　
対
策 

○
道
を
歩
く
と
き
に
は
、
車
な
ど
が
通

る
側
と
反
対
に
バ
ッ
ク
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。 

○
狭
い
道
で
は
、
バ
ッ
ク
を
し
っ
か
り

握
る
か
胸
に
抱
え
て
持
ち
ま
し
ょ
う
。 

年
末
年
始
は
犯
罪
・
事
故
が 

多
発
し
や
す
い
時
期
で
す
。 

街
で
は
コ
コ
に
注
意 



⑺

　複数の市町村間で協議会や研究会を設置している地域は全国で約８割、県内では約７割にのぼります。　　　　　　　　 

                                                                                                                              （11月１日現在） 

●  合併までには一定の期間が必要です　 

　合併するには、関係市町村間で「合併協議会」を設置し、合併の是非を含めて、将来ビジョンの作成や 

行政制度の調整を下記の手順で行う必要があります。 

　一般的に合併協議会の設置から合併までかかる期間の目安は22ヶ月といわれています。 

 

● 平成14年度が正念場です 
　市町村合併に際して様々な特例措置が盛りこまれた、いわゆる「市町村合併特例法」が平成17年３月 

31日で失効します。合併まで２２ヶ月かかることを考えると、今年度は市町村合併に向けて正念場の年 

といえます。 

　将来のまちづくりについて、皆さんも真剣に考えてみましょう。 

  県では、合併に関する情報提供に加え、市町村合併の様々な支援を行っています。 

（「県政出前講座」を開講しています。お気軽にお申し込み下さい。） 

 

●問い合わせ先 

　　◆役場３階企画課　　　　　　　　内線　１３２３ 
　　◆茨城県地方課広域行政推進室　　電話　０２９－３０１－２４５７　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホームページ　http://www.pref.ibaraki.jp/prog/gappei/ 

 

●  全国で市町村合併に向けた動きが活発化しています 

 

村 市 町 合併 待ったナシ
茨城県からのお知らせ 

 

Z

合併協議会の設置 

関係市町村議会の議決 

合併協定書の調印 

知事への合併申請 

県議会の議決と知事の決定 

総理大臣への届出と告示 

１  市町村建設計画の策定 
２  制  度  調  整 
３  合  意  形  成 



⑻

●一般男子の部 
１　美野里クラブ　　　　　１時間４６分３７秒 

　　（坂本康一・古谷康弘・芦沢智之・芝沼利之・ 

　　比気龍司・広内慎一・外之内信浩・白井福夫） 

２　園部ランナーズ　　　　１時間５５分３８秒 

３　出島走友会Ａ　　　　　２時間０１分２３秒 

４　八郷ランナーズ　　　　２時間０２分５９秒 

５　鶴亀走友会（鶴）  　　 ２時間０３分０９秒 

６　八郷町郵便局ＤＸ　　　２時間０３分３５秒 

 
●高校男子の部 
１　八郷高校　　　　　　　２時間００分２４秒 

　　（吉川瑞貴・木村祐治・坂本准二・石崎則幸・ 

　　藤井達也・菊地定男・宮本周平・武川迪弘） 

２　石岡第二高等学校　　　２時間０１分０９秒 

３　八郷高校野球部　　　　２時間０９分３８秒 

 
●中学男子の部 
１　園部中選抜　　　　　　１時間５４分０８秒 

　　（倉橋直之・草野潤・真家勇二・菊地直哉・ 

　　鶴井亮太・塚原智史・高橋正和・根本貴文） 

２　友部中Ａ　　　　　　　１時間５９分０４秒 

３　柿岡中サッカー部　　　１時間５９分１９秒 

４　園部中バスケＡ　　　　２時間００分５１秒 

５　南中バスケットボール　２時間０４分１６秒 

６　友部中Ｂ　　　　　　　２時間０４分４３秒 

 

男子の部
　第１区3.78km　第２区4.35km　第３区2.94km

　第４区4.35km　第５区3.96km　第６区4.84km

　第７区3.28km　第８区3.1km　　　計30.6km

女子の部 
　第１区3.1km�第２区2.0km�第３区1.28km

　第４区2.57km　第５区2.27km　第６区1.28km

　第７区2.0km�第８区3.1m�　　計17.6km

駅伝 
第16回 競走大会 

八郷 

55チームが競い合う 55チームが競い合う 

　11月24日に第16回八郷駅伝競走大会が中央公民館を 

発着点として開催されました。コースは、男子が中央 

公民館から太田の善光寺前、下青柳入口を折り返す８ 

区間30.6㎞、女子は中央公民館から下青柳入口を折り 

返す８区間17.6㎞です。 

　午前10時に女子が、続いて午前10時30分に男子が中 

央公民館をスタートし、沿道の盛んな声援を受けなが 

らたすきをつないで、ゴールをめざし走り抜けました。 

　大会の結果は次のとおりです。　　　　【敬称略】 

 

 

　11月24日に第16回八郷駅伝競走大会が中央公民館を 

発着点として開催されました。コースは、男子が中央 

公民館から太田の善光寺前、下青柳入口を折り返す８ 

区間30.6㎞、女子は中央公民館から下青柳入口を折り 

返す８区間17.6㎞です。 

　午前10時に女子が、続いて午前10時30分に男子が中 

央公民館をスタートし、沿道の盛んな声援を受けなが 

らたすきをつないで、ゴールをめざし走り抜けました。 

　大会の結果は次のとおりです。　　　　【敬称略】 

 

 
●一般女子の部 
１　鶴亀走友会（女子）　　１時間２８分２７秒 

　　（金子慶子・柳岡佐江子・堀口志保・新田光子・ 

　　幡谷理恵子・人見理枝・七里礼子・市塚昌子） 

 
●中学女子の部 
１　園部ワイルド・ズゥー　１時間１５分０２秒 

　　　（古矢覚子・久保田美樹・飯村亜美・中牟田優香・ 

　　武田奈緒子・石田絢子・友部彩花・川崎恵美） 

２　園部中テニスＡ　　　　１時間１５分２２秒 

３　有明中バスケットボール１時間１５分３９秒 

４　柿岡中バスケＡ　　　　１時間１５分４９秒 

５　南中女子　　　　　　　１時間１９分１４秒 

６　柿岡中バスケＢ　　　　１時間２３分１２秒 

 

区間新記録賞 
◆一般男子の部 

　第３区２.９４km　芦沢智之　　９分１３秒 

　第４区４.３５km　永井一巳　１４分２６秒 

　第５区３.９６km　比気龍司　１２分４２秒 

◆中学男子の部 

　第１区３.78km　　倉橋直之　１３分１９秒 

◆一般女子の部 

　第３区１.２８km　堀口志保　　５分４２秒 

　第７区２.０km　　七里礼子　１０分５１秒 

 



　「
Ｆ
Ｃ
つ
く
ば
」
は
、
（
財
）
日
本
ク

ラ
ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
連
盟
と
（
財
）

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
公
認
の
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
す
。
「
愛
情
・
夢
・

希
望
・
信
頼
」
の
四
つ
の
テ
ー
マ
を
指

導
目
標
と
し
、
選
手
の
個
性
と
適
正
に

応
じ
た
指
導
方
法
で
、
豊
か
な
感
性
と

可
能
性
を
拓
き
、
心
身
と
も
に
健
康
で

健
全
な
人
間
形
成
を
め
ざ
す
こ
と
を
趣

旨
の
も
と
、
将
来
世
界
で
活
躍
で
き
る

プ
ロ
選
手
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
　
　 

　
ク
ラ
ブ
設
立
七
年
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
Ｊ
リ
ー
グ
の
ユ
ー
ス
選
手

や
高
校
サ
ッ
カ
ー
推
薦
入
学
選
手
な
ど

多
数
の
優
秀
な
選
手
を
育
成
し
て
き
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
毎
年
「
つ
く
ば
ジ
ュ
ニ
ア
・
ユ
ー
ス 

                

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
」
を
開
催
し
、
Ｊ 

１
・
Ｊ
２
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
茨
城
県

内
の
中
学
校
チ
ー
ム
を
招
き
サ
ッ
カ
ー

競
技
の
資
質
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　「
Ｆ
Ｃ
つ
く
ば
」
で
は
、
サ
ッ
カ
ー

を
こ
よ
な
く
愛
し
、
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
や
海

外
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
活
躍
し
た
い
意

欲
と
自
信
そ
し
て
根
性
の
あ
る
貴
方
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
待
っ
て
い
ま
す
。
　
　

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
開
講
　
　
　
　
　

　
十
一
月
か
ら
小
学
生
（
一
〜
六
年

生
）、
中
学
生
（
一
〜
三
年
生
）、
高
校

生
（
一
〜
二
年
生
）
を
対
象
と
し
た
サ

ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
経
験
と
知
識
を
も
っ
た
コ
ー
チ

陣
が
、
成
長
過
程
に
沿
っ
た
指
導
を
行

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
小
学
生
に
は
「
上
手
に
な
ろ
う
よ
サ

ッ
カ
ー
を
」
、
中
学
生
に
は
「
も
っ
と

粘
り
強
い
サ
ッ
カ
ー
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
、

高
校
生
に
は
「
プ
ロ
に
な
る
た
め
の
力

強
い
サ
ッ
カ
ー
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
は
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ク
ラ
ブ
な
ら
で
は
の
実

践
的
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　

合
同
練
習
会
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
開
催

　
小
学
六
年
生
を
対
象
に
、
中
学
校
に

向
け
て
の
粘
り
強
い
サ
ッ
カ
ー
テ
ク
ニ

ッ
ク
を
会
得
し
て
も
ら
う
た
め
、
合
同

練
習
会
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
を
平
成
十

五
年
三
月
二
十
日（
土
）ま
で
の
毎
週
土

曜
日
と
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。 

連
絡
先
　
八
郷
町
下
林
三
三
六
〇
―
三 

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
つ
く
ば
　
　 

電
話
（
四
三
）
〇
八
七
八
　
白
澤
剛
史 

            

◆
夏
日
陰
に
な
る
所
が
最
適
　
　
　

　
庭
へ
の
植
え
付
け
は
秋
が
最
適
で

す
が
、
根
を
乾
か
さ
な
い
よ
う
注
意

す
れ
ば
あ
ま
り
時
期
は
選
び
ま
せ

ん
。
場
所
は
排
水
が
良
く
、
冬
、
日

が
当
た
り
、
夏
、
日
陰
に
な
る
落
葉

樹
の
下
が
最
適
で
す
。
　
　
　
　
　

　
植
え
付
け
る
場
所
は
、
あ
ら
か
じ

め
腐
葉
土
、
油
粕
骨
粉
を
施
し
、
三

十
㌢
の
深
さ
で
耕
し
て
お
き
ま
す
。

苗
は
芽
の
つ
な
が
り
を
見
な
が
ら
一

株
三
〜
四
芽
に
分
け
、
株
間
三
十

㌢
、
芽
が
七
㌢
位
埋
ま
る
よ
う
植
え

付
け
ま
す
。
根
の
間
に
土
が
し
っ
か

り
入
る
よ
う
根
を
広
げ
て
植
え
ま
し

ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　

　
肥
料
は
三
月
に
、
固
形
の
油
粕
玉

を
小
さ
な
株
で
五
個
、
大
き
な
株
で

八
個
位
、
株
の
周
り
に
指
で
埋
め
込

み
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

            

◆
部
屋
に
飾
る
な
ら
鉢
植
え
で
　
　

　
鉢
植
え
で
育
て
る
場
合
、
十
一

月
〜
六
月
は
日
当
た
り
の
良
い
暖
か

い
所
で
、
七
月
〜
十
月
は
涼
し
い
日

陰
で
、
年
間
を
通
し
て
屋
外
で
管
理

を
し
ま
す
。
水
や
り
は
、
鉢
土
の
表

面
が
乾
い
て
き
た
ら
、
た
っ
ぷ
り
と

与
え
、
冬
か
ら
開
花
ま
で
は
多
少
乾

か
し
気
味
に
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
植
え
替
え
は
二
〜
三
年
に
一
回
、

赤
玉
土
五
、
川
砂
三
、
腐
葉
土
二
の

用
土
で
大
き
め
の
鉢
に
植
え
ま
す
。

深
さ
は
芽
が
か
く
れ
る
程
度
に
、
ま

た
、
浅
鉢
は
根
の
生
育
に
は
良
く
な

い
の
で
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

（
時
期
、
株
分
け
は
前
記
と
同
じ
）

　
肥
料
は
三
月
に
、
固
形
の
油
粕
玉

を
五
号
鉢
で
三
個
、
七
号
鉢
で
五
個

位
与
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
園
芸
課
　
斉
藤
益
実 

⑼

新
春
を
祝
う 

　
　 

福
寿
草 

　
福
寿
草
は
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
宿
根
草
で
、
日
本
の
ほ
か 

シ
ベ
リ
ア
か
ら
中
国
東
北
部
、
樺
太
、
朝
鮮
半
島
に
分
布 

し
て
い
ま
す
。
多
く
は
落
葉
広
葉
樹
林
に
自
生
し
、
樹
木 

が
葉
を
落
と
し
て
い
る
、
秋
か
ら
春
に
成
長
し
開
花
し
ま 

す
。
別
名
、
元
日
草
、
賀
正
草
、
報
春
花
な
ど
、
新
春
に 

因
ん
だ
多
く
の
名
が
あ
り
ま
す
。 

フットボールクラブつくば（ＦＣつくば） 

夢の実現に向かって 
チャレンジ 

花と緑の楽園 

茨城県 



  
変
わ
り
ま
し
た
、
学
校
が
、
そ
し
て

「
子
ど
も
が
変
わ
り
ま
し
た
」
　 

　
本
年
四
月
か
ら
の
、新
教
育
体
制
は
、

九
か
月
を
経
過
し
ま
し
た
が
、
今
月
は

大
き
く
変
わ
っ
た
成
績
の
評
価
に
つ
い

て
取
り
上
げ
て
見
ま
す
。 

○
　
相
対
評
価
か
ら
絶
対
評
価
へ 

　
通
知
表
、
い
わ
ゆ
る
通
信
簿
の
こ
と

で
す
が
、
本
年
度
か
ら
実
施
の
新
学
習

指
導
要
領
（
文
部
科
学
大
臣
に
よ
り
公

示
さ
れ
る
教
育
課
程
）
に
よ
り
、
学
習

内
容
だ
け
で
な
く
、
評
価
方
法
も
相
対

評
価
か
ら
絶
対
評
価
に
変
わ
り
ま
し
た
。 

一 

他
人
と
の
比
較
か
ら
自
分
へ
の
挑
戦
に 

                  

二  

相
対
評
価
と
は 

　
昨
年
度
ま
で
は
、
学
習
集
団
の
中
で

ど
の
よ
う
な
順
位
に
な
る
か
と
い
う
評

価
な
の
で
、
集
め
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
総

合
し
て
順
位
を
つ
け
、
定
め
ら
れ
た
割

合
（
た
と
え
ば
、
中
学
校
の
場
合
、
評

定
５
は
集
団
の
中
で
７
％
前
後
）
に
し

た
が
っ
て
評
価
（
相
対
評
価
）
す
る
と

い
う
方
法
で
し
た
。 

三  

絶
対
評
価
と
は 

　
本
年
度
か
ら
全
国
の
小
中
学
校
一
斉

に
、
学
習
目
標
に
ど
れ
だ
け
到
達
し
た

か
、
と
い
う
評
価
（
絶
対
評
価
）
に
改

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
利
点
は
、
一
人

一
人
が
成
績
を
高
め
よ
う
と
努
力
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
成
果
が
む
く
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
す
。 

四  

評
定
と
は 

　
授
業
な
ど
で
集
め
た
児
童
生
徒
一
人

一
人
の
デ
ー
タ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科

で
め
ざ
し
て
い
る
目
標
に
ど
れ
だ
け
到

達
し
た
か
を
「
５
・
４
・
３
・
２
・
１
」

な
ど
に
数
値
化
す
る
方
法
で
す
。 

　
な
お
、
小
学
校
一
・
二
年
の
通
知
表

は
、
評
定
欄
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

五  

小
学
校
と
中
学
校
の
評
定
の
違
い 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
評

定
の
仕
方
も
変
わ
り
ま
す
。 

小
学
校
一
・
二
年
生
＝
◎
や
○
で
表
現 

小
学
校
三
〜
六
年
生
＝
３
・
２
・
１ 

中
学
校
全
学
年
＝
５
・
４
・
３
・
２
・
１ 

「
総
合
的
学
習
の
時
間
」
は
活
動
の
よ

う
す
や
身
に
つ
い
た
内
容
な
ど
を
文
章

で
表
現
さ
れ
ま
す
。 

              

六  

来
春
の
入
試
に
お
け
る
評
定
の
扱
い 

「
来
春
高
校
入
試
の
調
査
書
は
こ
れ
ま

で
と
同
じ
絶
対
評
価
を
加
味
し
た
相
対

評
価
に
よ
る
評
定
」
（
茨
城
県
教
育
委

員
会
）
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
来
春

受
験
す
る
中
学
三
年
生
は
、
相
対
評
価

だ
っ
た
一
・
二
年
生
と
絶
対
評
価
の
三

年
生
で
は
評
価
方
法
が
異
な
る
た
め
、

「
経
過
措
置
」
が
必
要
と
判
断
し
た
た

め
で
し
ょ
う
。 

○
　
家
庭
で
も
絶
対
評
価
を
生
か
そ
う 

　
家
庭
に
お
い
て
も
、
兄
弟
や
同
級
生

と
比
較
す
る
の
は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
子
ど
も
自
身
の
「
よ
さ
や
が
ん
ば

り
」
を
認
め
励
ま
す
こ
と
が
大
切
で

す
。 

○
　
次
号
か
ら
は
、
町
内
の
各
小
・
中

学
校
の
よ
う
す
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
八
郷
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 

　
　
　
社
会
教
育
指
導
員
　
佐
藤
信
夫 

               

　
平
成
十
二
年
の
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡

者
数
は
十
三
万
二
、
五
二
九
人
、
心
臓

病
に
よ
る
死
亡
者
数
は
十
四
万
六
、
七

四
一
人
と
、
こ
の
二
つ
だ
け
で
総
死
亡

の
約
三
十
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
循
環

器
病
は
、
喫
煙
や
ア
ル
コ
ー
ル
、
塩
分

の
と
り
す
ぎ
な
ど
が
危
険
因
子
と
な

り
、
高
脂
血
症
や
高
血
圧
か
ら
動
脈
硬

化
が
悪
化
し
て
起
こ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
す
べ
て
食
生
活
や
運
動
な
ど
の
生

活
習
慣
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

循
環
器
病
予
防
は
生
活
習
慣
の
見
直
し

と
改
善
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。 

　
脳
卒
中
発
症
の
危
険
因
子
の
一
つ
が

高
血
圧
で
す
。
高
血
圧
の
予
防
に
は
、

減
塩
が
大
切
で
す
。
食
塩
の
摂
取
は
一

日
一
〇
㌘
未
満
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。
ラ

ー
メ
ン
や
う
ど
ん
の
汁
は
残
す
、
家
庭

で
は
減
塩
し
ょ
う
ゆ
や
減
塩
み
そ
を
使 

               

う
、
酸
味
や
辛
味
を
使
っ
て
塩
分
を
減

ら
す
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
高
血
圧
を
予
防
す
る
に
は
、

減
塩
と
同
時
に
野
菜
の
積
極
的
な
摂
取

が
大
切
。
野
菜
に
は
、
①
血
圧
を
上
昇

さ
せ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム（
食
塩
の
成
分
）を

体
外
に
排
出
さ
せ
る
力
リ
ウ
ム
、
②
血

管
の
収
縮
を
抑
制
し
て
血
圧
の
上
昇
を

防
ぐ
作
用
の
あ
る
力
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
、
③
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
排
出
し

た
り
便
秘
を
予
防
し
て
、
高
血
圧
を
防

ぐ
働
き
の
あ
る
食
物
繊
維
が
豊
富
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
成
人
の
場
合
、
一
日
に
三
五
〇
㌘
以

上
の
野
菜
が
必
要
で
す
。
こ
の
量
を
サ

ラ
ダ
な
ど
の
生
野
菜
だ
け
で
と
る
と
大

変
な
量
で
す
か
ら
、
煮
物
や
お
ひ
た

し
、
和
え
も
の
な
ど
に
し
て
、
毎
食
食

べ
ま
し
よ
う
。 

⑽

脳
卒
中
、
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
循
環
器
病
は
、
生
活
習 

慣
が
深
く
か
か
わ
る
生
活
習
慣
病
の
代
表
選
手
で
す
。
日
常
生 

活
を
見
直
し
て
循
環
器
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。 

循
環
器
病
の
発
症
に
は
生
活
習
慣
が 

深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。 

学習意欲に満ちた子どもたち（柿岡小学校５年生） 学習意欲に満ちた子どもたち（柿岡小学校５年生） 

脳
卒
中
を
予
防
し
よ
う

脳
卒
中
を
予
防
し
よ
う 

脳
卒
中
を
予
防
し
よ
う

脳
卒
中
を
予
防
し
よ
う 

脳
卒
中
を
予
防
し
よ
う 
教
育
は
今
　
⑨ 

 

″ ″ 

評価・評定をする 

昨年度まで・相対評価 

データから、順位を 

決められた割合で評 

価する 

データから、目標に 

どれだけ到達してい 

るかで評価する 

子どものデータを集める 

今年度から・絶対評価 

▲
 

▲
 

自分
への
挑戦
 

他人への挑戦 

発 表 作 品 

レポート 

授業態度 

テスト 
提出物 

ノート 

今日から 

健康日本 
はじめ

る 

 21



⑾

    

平
成 

13
年
12
月
10
日
生
ま
れ 

父
　
賢
治
さ
ん
　
母
　
佳
恵
さ
ん 

　
家
族
か
ら
の
一
言 

　
元
気
な
人
な
つ
こ
い
女
の
子
で
す
。

散
歩
や
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
る
こ
と
が
大
好

き
。
最
近
で
は
、
カ
ー
テ
ン
に
か
く
れ

た
り
、
テ
レ
ビ
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
リ

ズ
ム
を
取
っ
た
り
と
愛
嬌
を
振
り
ま
い

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
千
紘
に
パ
パ
も
メ

ロ
メ
ロ
。
素
直
で
優
し
い
子
に
育
っ
て

く
だ
さ
い
。 

青   

田 

  

櫻  

井  

千  

紘
ち
ゃ
ん 

 

八
郷
の
歴
史 

（21） 

♥

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル 

食生活改善推進員　富田きよ子（真家） 

（ヘルスメイト） 

【材料】（4人分） 

●きゅうり  4本  ●長ねぎ  2本  ●豚ロース肉

200g　●しょうが　１片　●にんにく　１片

●赤ピーマン  1/2個　●サラダ油　適量 

（調味料A）酒　大さじ1、しょうゆ　大さじ1、

しょうが汁小さじ1 

（調味料B）酒  大さじ１、砂糖　大さじ２、塩

少々、しょうゆ　大さじ2、ごま油　小さじ1、

豆板醤　小さじ1 

【作り方】 

①豚肉は食べやすい大きさに切り、調味料Ａで

下味をつけます。②きゅうり、長ねぎは薄切り

にし、赤ピーマンは斜め細切りにします。③し

ょうがとにんにくはみじん切りにします。④①

の豚肉をサラダ油で炒め、火が通ったら一度お

皿に取り上げておきます。⑤②と③を加えてさ

らに炒めます。⑥④の豚肉を戻して、調味料B

で味付けします。 

   
　
現
在
、
小
幡
の
一
の
沢
に
は
、
杉
線
香
を
製

造
す
る
家
が
二
軒
あ
る
。
ニ
ッ
ク
ン
紫
山
堂

（
藤
田
操
氏
）
と
駒
村
清
明
堂
（
駒
村
道
廣
氏
）

で
あ
る
。
明
治
時
代
に
は
一
の
沢
を
含
め
て
、

上
曽
、
吉
生
、
小
桜
に
五
件
ほ
ど
あ
っ
た
が
、

他
の
家
は
昭
和
初
期
ま
で
に
廃
業
し
て
い
っ
た
。 

　
杉
線
香
を
作
る
条
件
と
し
て
、
原
料
と
な
る

杉
の
葉
を
容
易
に
得
ら
れ
る
こ
と
、
動
力
源
と

し
て
水
車
を
動
か
す
急
流
の
川
が
あ
る
こ
と
、

そ
の
線
香
を
必
要
と
す
る
市
場
が
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
紫
山
堂
の
初
代
は

幕
末
に
杉
線
香
の
産
地
の
日
光
で
技
術
を
習
得

し
、
現
在
の
地
で
創
業
し
た
。
一
方
、
清
明
堂

の
先
祖
は
栃
木
県
鹿
沼
で
営
業
中
、
火
災
に
あ

い
、
紫
山
堂
初
代
の
援
助
を
縁
に
今
の
地
に
移 

   

っ
て
線
香
作
り
を
つ
づ
け
て
い
る
。 

　
現
在
の
製
造
方
法
は
、
か
な
り
異
な
っ
て
い

る
。
紫
山
堂
は
二
十
年
ほ
ど
前
に
水
車
が
こ
わ

れ
て
か
ら
、
原
料
の
杉
の
粉
を
購
入
し
て
、
乾

燥
な
ど
、
機
械
に
よ
る
製
造
方
法
に
転
換
し
て

い
る
。
清
明
堂
は
水
車
を
使
い
、
一
部
、
機
械

も
導
入
し
て
い
る
が
、
昔
な
が
ら
の
工
程
で
杉

線
香
の
製
造
を
つ
づ
け
て
い
る
。
今
回
は
、
水

車
を
使
っ
た
線
香
作
り
に
つ
い
て
報
告
す
る
。 

　
材
料
と
な
る
杉
の
葉
は
、
樹
齢
四
十
年
か
ら

五
十
年
の
も
の
を
使
う
。
主
に
秋
の
彼
岸
か

ら
、
春
の
彼
岸
に
か
け
て
、
本
町
の
ほ
か
、
七

会
村
な
ど
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
。
地
面
に
落
ち

た
葉
は
使
え
な
い
の
で
、
杉
の
葉
は
吟
味
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
杉
の
葉
は
数
か
月

間
、
雨
に
あ
て
な
い
よ
う
、
自
然
乾
燥
さ
せ
て

お
く
。 

　
乾
燥
さ
せ
た
葉
は
ま
ず
、
舟
型
の
臼
に
入

れ
、
杵
で
一
日
半
つ
き
つ
づ
け
、
杉
粉
に
す

る
。
そ
の
後
ふ
る
い
に
か
け
、
粗
い
粉
や
か
す

を
取
り
除
く
。
こ
の
工
程
に
二
十
馬
力
の
水
車

を
使
っ
て
い
る
。
約
四
分
の
一
が
か
す
に
な

り
、
き
れ
い
な
粉
に
仕
上
が
る
。
次
に
練
り
器

の
中
に
杉
粉
を
入
れ
、
そ
れ
に
染
料
、
支
那
粉

少
量
、
か
び
止
め
、
熱
湯
を
入
れ
て
、
よ
く
か

き
混
ぜ
て
練
り
上
げ
る
。
約
十
分
ほ
ど
で
仕
上

が
る
。
こ
の
器
機
は
プ
ロ
ペ
ラ
つ
き
で
モ
ー

タ
ー
で
回
転
さ
せ
る
。 

　
そ
の
後
、
こ
れ
を
プ
レ
ス
器
に
入
れ
、
締
め

付
け
る
と
、
細
い
う
ど
ん
み
た
い
な
線
香
が
出

て
く
る
。
こ
れ
を
キ
リ
イ
タ
で
切
り
、
さ
ら
に

ナ
ラ
ベ
イ
タ
に
並
べ
、
形
よ
く
す
る
た
め
に
竹

べ
ら
で
整
え
る
。
こ
れ
を
盆
切
り
と
い
う
。
そ

の
後
、
カ
ワ
カ
シ
イ
タ
に
移
し
て
、
四
、
五
日

風
通
し
の
よ
い
所
で
陰
干
し
、
さ
ら
に
一
日
、

直
射
日
光
に
あ
て
る
。
現
在
で
は
、
こ
の
工
程

も
乾
燥
機
の
導
入
で
変
わ
っ
て
い
る
。 

　
出
来
上
が
っ
た
線
香
を
一
定
の
束
に
し
「
駒

村
清
明
堂
」
と
印
刷
さ
れ
た
帯
紙
で
結
ぶ
と
、

仕
上
が
り
で
あ
る
。
品
名
は
「
線
香
」
「
観
白

香
」
「
清
心
香
」
「
清
明
香
」
な
ど
墓
用
と
仏

壇
用
が
あ
る
。 

　
市
場
は
土
浦
市
、
石
岡
市
、
真
壁
町
、
つ
く

ば
市
が
中
心
で
、
昔
か
ら
の
お
得
意
さ
ん
に
は

届
け
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
問
屋
に
卸
し
た
り
、

直
売
を
し
た
り
し
て
い
る
。 

　
水
車
を
使
う
一
連
の
伝
統
工
芸
的
な
要
素
を

も
っ
て
い
る
が
、
機
械
化
の
進
ん
だ
中
で
の
維

持
は
大
変
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
昔
な
が
ら
の

素
朴
な
線
香
の
香
、維
持
し
て
欲
し
い
も
の
だ
。 

町
史
編
さ
ん
専
門
調
査
員
・
民
俗
　
越
田
真
太
郎 

 

わ
た
し
の
手
料
理 

 き
ゅ
う
り
と
豚
肉
の 

炒
め
物 

ち
　

ひ
ろ 

杉
線
香
づ
く
り 



⑿

 
　
　
　
災
無
線
の
午
前
と
夕
方
の
チ
ャ
イ
ム 

　
　
　
で
す
が
、い
つ
も
同
じ
曲
で
は
な
く
、

季
節
に
合
っ
た
曲
を
放
送
し
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。 

　
　
Ｐ
・
Ｎ
　
リ
ン
ゴ
大
好
き
娘 

　
　
　
日
、
実
家
の
母
を
「
ゆ
り
の
郷
」
へ 

　
　
　
招
待
し
ま
し
た
。
夜
は
つ
く
ば
ね
に

泊
ま
り
、
次
の
日
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
を
見
せ

て
あ
げ
ま
し
た
。
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し

た
。景
色
が
本
当
に
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。

八
郷
町
の
自
然
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
守
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
　
　 

                       

川
又
　
木
村
ま
さ
（
57
） 

　
　
　
も
一
言
楽
し
く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て 

　
　
　
い
ま
す
。
身
近
な
出
来
事
が
一
緒
に

感
動
で
き
る
す
て
き
な
企
画
で
す
。
八
郷
町 

 

の
良
い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
ア
ピ
ー
ル
し
て

欲
し
い
で
す
。    

吉
生
　
斉
藤
輝
子
（
60
） 

　
　
　
月
十
二
日
の
朝
五
時
三
十
分
ご
ろ
、

　
　
　
何
気
な
く
か
け
て
い
た
ラ
ジ
オ
か
ら

「
今
日
は
茨
城
県
八
郷
町
を
訪
ね
ま
し
た
」

の
声
に
あ
わ
て
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
上
げ
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
い
ち
ば
ん
」
の

中
の
「
食
べ
て
旅
し
て
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー

で
し
た
。
石
岡
駅
か
ら
八
郷
に
入
る
途
中
の

景
色
の
す
ば
ら
し
さ
に
始
ま
り
、
つ
き
た
て

新
米
に
、
産
み
た
て
生
卵
か
け
ご
は
ん
、
梨

や
ぶ
ど
う
の
み
ず
み
ず
し
さ
な
ど
を
、
ほ
ん

の
十
分
足
ら
ず
の
中
で
伝
え
て
い
ま
し
た
。

毎
日
、
当
た
り
前
に
暮
ら
し
忘
れ
て
か
け
て

い
た
自
然
の
あ
り
が
た
さ
を
再
認
識
さ
せ
て 

 

く
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
放
送
等
が
あ
る

と
き
は
、
事
前
に
時
間
と
内
容
を
お
知
ら
せ

し
て
下
さ
る
と
多
く
の
方
に
聞
い
て
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　                   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
増
　
森
田
下
枝 

     

わ
た
し
も
一
言 

習
字
コ
ー
ナ
ー 

 

恋
瀬
小
三
年
　
鈴  

木  

美  

咲 

恋
瀬
小
五
年
　
青  

木  

祐  

弥 

㈶
日
本
教
育
書
道
連
盟
審
査
員
　
岩
波
芳
水 

評 

　
力
強
く
形
も
よ
く
申
し
分
な
く
上
手 

に
書
け
て
い
ま
す
。 

　
起
筆
終
筆
と
も
に
正
し
く
バ
ラ
ン
ス 

も
良
く
立
派
な
作
品
で
す
。 

防 先 私 

十 

　
広
報
や
さ
と
で
は
み
な
さ
ん
か
ら
の
お

手
紙
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
身
近
に
あ

っ
た
で
き
ご
と
や
気
が
付
い
た
こ
と
な

ど
、
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
広
報
に
対
す
る
要
望
や
提
案
な
ど
も

大
歓
迎
で
す
。 

P.N　ペペロンチーノ 弓弦　小松崎千晴（９） 

P.N　さくらメント 

月岡　萩 原 志 づ 

 
柿岡　鈴 木　  茂 

 



⒀

３つの答えの中から正解を選びハ

ガキに書いて送ってください。　 

 

①11月24日に行われた八郷駅伝競

走大会は今年で何回目でしたか？ 

Ａ－第６回　Ｂ－第16回　Ｃ－第

26回 

②12月８日に行われた県議会議

員一般選挙の八郷開票区における

投票率は何㌫でしたか？ 

Ａ－61．11％　Ｂ－66.11％　Ｃ

－66.61％ 

③公民館まつりは今年で何周年目

でしたか？ 

Ａ－10周年　Ｂ－15周年　Ｃ－20

周年 

［応募の方法］ 

☆ハガキに広報クイズ177と書き、 

答えの記号（例①－Ａ）、住所、氏

名、年齢、世帯主と「私もひとこ

と」へのご意見や広報の感想など

を書いて送ってください。イラス

トやマンガも大歓迎。 

☆締切日　平成15年1月20日 

　　　　　（当日消印有効） 

☆応募先　〒315-0195八郷町柿岡

　  5680-1八郷町役場秘書広聴課 

☆当選者の発表　本紙2月号 

［広報クイズ175の当選者の発表］ 

正解は①－Ｂ、②－Ａ、③－Ｃで

した。応募総数48通、正解47通の

中から次の10人が当選しました。 

小池勇（柿岡）小松崎菜摘（弓弦）

鈴木佐知子（柿岡）須藤伸夫（柿岡）

田口真帆（柿岡）中島直美（山崎）

萩原志づ（月岡）菱沼知美（月岡）

藤代順子（小山田）松下肇（柿岡）

　　　　　　　　      ［敬称略］ 

　全問正解者のなかから 

抽選で図書券が当たるよ　 

やさと文芸 

や

さ

と

 

短
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
大
　
塚
　
　
　
誠  

選   

       

俳
　
　
　
　
句
　
　
　
　
　
綿
　
引
　
鼓
　
峰  

選  
    

俚
　
　
　
　
謡
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
弦
　
月  

選 

広報ク
イズ  

177

　
広
く
新
し
い
若
者
の
交
流
の
場
に
し 

よ
う
と
「
青
年
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ 

れ
ま
し
た
。
（
昭
和
四
十
九
年
当
時
）。 

初
の
町
内
青
年
団
体
総
ぐ
る
み
の
祭
典 

で
、
写
真
は
そ
の
一
コ
マ
で
す
。 

な
ん
の
夢
み
し
か
み
ど
り
児
ほ
ほ
え
ゑ
み
て
小
さ
き
こ
ぶ
し
を
口
に
は
こ
び
ぬ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
　
弦
　
　
雨
　
貝
　
和
　
江 

秋
日
差
す
車
庫
の
柱
に
来
て
止
ま
り
羽
休
め
を
り
名
残
の
蝉
は
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
　
荒
　
井
　
幸
　
子 

ほ
こ
ろ
び
を
縫
ふ
人
も
な
く
な
り
ぬ
つ
づ
れ
刺
せ
よ
と
こ
ほ
ろ
ぎ
鳴
け
ど
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
　
田
　
　
大
　
栗
　
幸
　
男 

 

　 

 

新
米
を
倉
に
納
め
て
農
事
了
　
　
　
　
　
　
柿
　
岡
　
　
小
　
池
　
　
　
勇 

菊
の
鉢
飾
ら
れ
社
務
所
の
留
守
　
　
　
　
　
瓦
　
谷
　
　
山
　
崎
　
景
　
子 

老
木
の
枝
も
折
れ
そ
う
柿
た
わ
わ
　
　
　
　
青
　
田
　
　
田
　
上
　
岳
　
尾 

  

い
つ
の
間
に
や
ら
八
十
路
の
坂
を
越
え
て
生
き
ぬ
く
九
十
九
坂 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
　
又
　
　
関
　
　
　
清
　
志 

北
に
拉
致
さ
れ
幾
星
霜
の
悲
願
叶
っ
て
踏
む
故
郷 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柿
　
岡
　
　
鈴
　
木
　
千
代
子 

そ
っ
と
よ
り
添
う
二
人
の
肩
に
星
も
こ
ぼ
れ
る
尾
花
道 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
　
菊
　
池
　
と
し
子 

 

P.N　テレビ・ジョン 

弓弦　小松崎 菜 摘（１１） 
下林　氏 家　  覓 



⒁

 

第
44
回
茨
城
県
統
計
大
会 

町
で
は
５
名
が
表
彰 

　
十
一
月
二
十
五
日
に
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

○
県
知
事
表
彰 

　
久
保
田
善
廣
（
小
塙
） 

○
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰 

　
岡
崎
和
雄
（
下
林
）
、
酒
井
馨
（
仏

　
生
寺
） 

○
総
務
大
臣
表
彰 

　
滝
田
伸（
柿
岡
）、
倉
橋
進
造
（
山
崎
） 

　
　
　 

　
　
　
　
　
　  

【
敬
称
略
】 

 

第
五
回
八
郷
町
議
会
議
長
杯
Ｔ

Ｂ
Ｇ
大
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
七
日 

男
子
の
部
▽
優
勝
　
郡
司
章
（
大
増
）

▽
準
優
勝
　
石
田
七
郎
（
大
塚
）
▽
三

位
　
鈴
木
資
良
（
柿
岡
）
▽
四
位
　
長

谷
川
昭
一
（
大
増
）
▽
五
位
　
相
沢
栄

（
上
曽
）
女
子
の
部
▽
優
勝
　
潮
田
喜

久
恵
（
大
増
）
▽
準
優
勝
　
潮
田
ふ
く

（
大
増
）
・
安
達
み
ち
（
下
林
） 

　
　
　 

　
　
　
　
　
　  

【
敬
称
略
】 

■
訂
正
　
広
報
や
さ
と
十
一
月
号
四

ペ
ー
ジ
下
段
の
岩
村
博
宣
さ
ん
友
子
さ

ん
夫
妻
は
、
今
村
さ
ん
の
誤
り
で
す
。

八
ペ
ー
ジ
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

作
品
優
秀
作
品
紹
介
で
、
中
学
生
の
部

南
中
三
年
　
海
老
沢
歩
美
さ
ん
は
、
南

中
一
年
の
誤
り
で
す
。
ま
た
、
九
ペ
ー 

ま

ち

の
話

題

で

き

ご

と 

身
近
な
出
来
事
や
地
元
の 

話
題
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い 

 ︵
連
絡
先
・
秘
書
広
聴
課
☎
内
線
一
三
四
三
︶

  

 

　
十
一
月
三
日
付
け
で
発
表
さ
れ
た
秋
の
叙
勲

で
、
小
塙
の
比
企
光
雄
さ
ん
が
勲
五
等
双
光
旭

日
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
比
気
さ
ん
は
、
鹿
島

水
先
区
水
先
人
会
水
先
人
を
二
十
二
年
間
勤
め
、

現
在
も
活
躍
中
。
そ
の
前
は
、
外
航
船
の
船
長

な
ど
を
二
十
八
年
間
勤
め
て
き
ま
し
た
。 

 

水
先
人
は
、
三
百
六
十
五
日
港
に
常
駐
し
、

港
に
入
港
す
る
外
航
船
に
代
わ
っ
て
、
岸
壁
ま

で
航
行
を
請
け
負
う
仕
事
。
ス
ピ
ー
ド
の
調
整

と
、
姿
勢
制
御
が
難
し
く
、
「
今
で
も
岸
壁
に

船
を
つ
け
る
ま
で
の
数
分
間
は
緊
張
し
て
喉
が

渇
く
」
と
比
企
さ
ん
は
話
し
ま
す
。 

受
章
に
つ
い
て
比
企
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
立

派
な
章
が
い
た
だ
け
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
謙
遜
し
な
が
ら
「
水
先
人
は
表

に
立
た
な
い
仕
事
。
今
回
の
受
章
で
、
日
が
当

た
っ
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
い
。
こ
れ
も
職

場
の
仲
間
と
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
」
と

喜
び
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。
「
ま
だ
体
力

に
余
力
が
あ
る
の
で
、
こ
の
叙
勲
に
恥
じ
な
い

よ
う
職
務
を
ま
っ
と
う
し
た
い
で
す
」
。 

 

「
め
っ
た
に
い
た
だ
け
な
い
章
を
い
た
だ
き
、

身
に
余
る
光
栄
で
す
」
。
こ
の
ほ
ど
東
成
井
の

永
井
清
さ
ん
が
秋
の
褒
章
で
、
藍
綬
褒
章
を
受

章
し
ま
し
た
。
永
井
さ
ん
は
昭
和
四
十
四
年
に

保
護
司
に
就
任
し
て
か
ら
三
十
三
年
に
な
り
ま

す
。 

　
保
護
司
は
、
罪
を
犯
し
た
人
が
早
期
に
社
会

復
帰
で
き
る
よ
う
指
導
し
、
援
助
し
て
い
く
地

道
な
仕
事
。
永
井
さ
ん
は
「
今
ま
で
私
が
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
た
ち
は
、
刑
務
所
に
入

っ
て
自
分
の
犯
し
た
罪
を
深
く
反
省
し
て
い
た

人
ば
か
り
で
し
た
ね
」
と
こ
れ
ま
で
を
振
り
返

り
、
「
相
手
を
信
じ
、
み
ん
な
平
等
に
話
を
し

て
き
た
つ
も
り
で
す
」
と
話
し
ま
す
。 

　
永
井
さ
ん
は
、
来
年
の
十
一
月
で
定
年
と
な

り
、
職
務
を
ご
勇
退
さ
れ
る
予
定
。
「
保
護
司

は
責
任
の
大
き
い
仕
事
で
す
。
退
任
す
る
ま
で
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正
に
全
力
で
あ
た
っ

て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

勲
五
等
双
光
旭
日
章
　
鹿
島
水
先
区
水
先
人
会
水
先
人
　

比
企
　
光
雄
さ
ん
（72）
　小
塙 

 
秋

の

叙

勲

・

褒

章

 
藍
綬
褒
章
　
保
護
司
　

永
井
　
清
さ
ん  
　
東
成
井 

（77）



⒂

芸
術
祭
企
画
展
国
際
的
な
文
化
交
流
の
場
に 

　
十
一
月
八
日
か
ら
十
二
日
の
五
日
間
、
八
郷

町
芸
術
祭
企
画
展
実
行
委
員
会
（
梶
谷
胖
委
員

長
）
主
催
の
八
郷
町
芸
術
祭
企
画
展
が
役
場
会

議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
は
、
八
郷
に
在
住
す
る
芸
術
家
の

作
品
を
展
示
す
る
「
八
郷
の
作
家
三
人
展
」
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
六
回
目
と
な
る
今
年
は
、

視
点
を
変
え
て
、
外
国
か
ら
見
た
八
郷
と
日
本

か
ら
見
た
八
郷
を
合
わ
せ
て
発
表
し
よ
う
と
版

画
の
白
木
俊
之
さ
ん
、
陶
芸
の
マ
イ
ケ
ル
チ
ェ

ス
キ
ャ
ッ
ト
さ
ん
、
ダ
グ
ラ
ス
ブ
ラ
ッ
ク
さ
ん

ら
三
人
の
作
家
の
作
品
が
会
場
に
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
ど
の
作
品
も
、
八
郷
に
対
す
る
思
い
が

伝
わ
っ
て
く
る
す
ば
ら
し
い
作
品
で
、
訪
れ
る

人
た
ち
か
ら
も
感
動
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。 

　
委
員
長
の
梶
谷
さ
ん
は
「
八
郷
町
の
文
化
が

世
界
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
さ
る
六
月
八
日
に
日
立
市
で
行
わ
れ
た
茨
城

県
高
等
学
校
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会
で
、
石
岡
商

業
高
等
学
校
三
年
の
奥
村
綾
子
さ
ん
（
山
崎
）

が
、
個
人
の
部
で
優
勝
し
、
関
東
大
会
で
は
、

見
事
優
良
賞
を
受
賞
、
八
月
八
日
に
行
わ
れ
た

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
ワ
ー
プ
ロ
検
定

は
十
分
間
で
何
文
字
打
て
る
か
を
競
う
も
の

で
、
集
中
力
の
い
る
競
技
。
奥
村
さ
ん
は
ワ
ー

プ
ロ
部
に
所
属
し
、
引
退
す
る
ま
で
毎
日
練
習

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
「
仲
間
と
一
緒
だ
っ
た

か
ら
張
り
合
い
も
あ
っ
て
部
活
が
続
け
ら
れ

た
」
と
高
校
生
活
を
振
り
返
り
ま
す
。
大
会
で

も
緊
張
し
な
か
っ
た
と
言
う
奥
村
さ
ん
は
、
逆

に
楽
し
め
た
大
会
だ
っ
た
と
話
し
ま
す
。
来
春

は
就
職
。
「
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
社
会

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
」
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。 

ジ
「
教
育
は
今
⑨
」
は
⑧
の
誤
り
で

す
。
訂
正
す
る
と
と
も
に
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。 

Ｊ
Ａ
や
さ
と
か
ら 

　
　
　
　
　
車
椅
子
が
寄
贈 

　
こ
の
ほ
ど
Ｊ
Ａ
や
さ
と
（
萩
原
久
組

合
長
）
か
ら
小
倉
の
老
人
保
健
施
設
サ

ン
グ
リ
ー
ン
や
さ
と
と
、
瓦
谷
の
介
護

老
人
保
健
施
設
八
郷
プ
ロ
バ
ン
ス
に
車

椅
子
五
台
が
そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
十
一
月
八
日
に
行
わ
れ

た
Ｊ
Ａ
や
さ
と
主
催
の
Ｊ
Ａ
や
さ
と
杯

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
基

金
に
負
担
金
を
加
え
、
八
郷
町
社
会
福

祉
協
議
会
を
通
じ
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
す
。 

　「
地
域
で
仕
事
を
し
て
い
る
中
、
町

の
福
祉
施
設
に
少
し
で
も
還
元
し
て
い

き
た
か
っ
た
」
と
職
員
は
話
し
ま
す
。 

山
崎
の
奥
村
さ
ん
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会
で
優
良
賞 

　
十
一
月
二
十
七
日
に
八
郷
町
観
光
協
会
会
員

に
よ
る
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
二
十
七
人
の
会
員
が
集
ま
り
、
朝
日
峠
頂

上
か
ら
辻
の
信
号
ま
で
約
三
㌔
の
道
の
り
の
ご

み
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。 

　
朝
日
峠
は
八
郷
町
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
欠
か
せ

な
い
観
光
道
路
。
「
観
光
客
の
方
々
を
気
持
ち

よ
く
迎
え
入
れ
、
送
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
会
員

の
み
な
さ
ん
。
「
来
て
よ
か
っ
た
と
言
わ
れ
る

町
に
し
た
い
で
す
」
と
意
欲
を
み
せ
ま
す
。 

観
光
協
会
が
朝
日
峠
の
ご
み
拾
い 

  



　
十
二
月
七
日
と
八
日
の
二
日
間
、
今

年
で
二
十
回
目
を
数
え
る
「
公
民
館
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
の

六
日
に
は
前
夜
祭
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
今
年
は
、
二
十
周
年
記
念
と
し
て
、

八
日
の
中
央
公
民
館
入
場
者
先
着
三
百

人
に
、
ユ
リ
の
球
根
か
、
パ
ン
ジ
ー
苗

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　
七
日
は
、
講
座
や
同
好
会
の
作
品
や

体
験
の
展
示
・
発
表
、
映
画
「
ハ
リ
ー

ポ
ッ
タ
ー
と
賢
者
の
石
」
の
鑑
賞
会
が

あ
り
立
ち
見
が
で
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
で

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
「
子
ど
も

人
形
劇
」
が
行
わ
れ
子
ど
も
た
ち
が
大

喜
び
で
見
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
展
示
・
発
表
で
は
、
講
座
の
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
、
紙
手
芸
、
折
り
紙
、
子
ど
も 

               

               

陶
芸
、
同
好
会
で
は
、
水
墨
画
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
、
陶
芸
、
木
目
込
人
形
、
七

宝
焼
、
俳
句
、
読
書
会
、
パ
ン
の
花
、

手
編
み
、
皮
革
工
芸
、
手
作
り
人
形
、

絵
て
が
み
、
絵
画
、
植
物
画
、
折
り

紙
が
そ
れ
ぞ
れ
の
力
作
を
展
示
し
ま

し
た
。
　 

　
八
日
は
、
展
示
・
発
表
の
ほ
か
、
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
催
さ
れ
お
り
が
み
マ

ジ
ッ
ク
に
挑
戦
し
た
り
、
竹
と
ん
ぼ
を

作
っ
た
り
し
ま
し
た
。
講
座
や
同
好
会

の
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
大
正
琴
の
ば

ら
同
好
会
、
大
正
琴
の
ぎ
く
同
好
会
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
同
好
会
、
オ
カ
リ
ー
ナ
同

好
会
、
合
唱
団
つ
く
ば
お
ろ
し
、
八
郷

町
少
年
少
女
合
唱
団
、
こ
と
ば
と
八
郷

民
話
の
魅
力
講
座
、
琴
に
親
し
む
講

座
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
同
好
会
、
ダ
ン
ベ

ル
体
操
同
好
会
、
ギ
タ
ー
同
好
会
、

コ
ー
ル
有
明
（
女
声
合
唱
同
好
会
）、

オ
カ
リ
ー
ナ
同
好
会
「
ポ
コ
ア
ポ
コ
」、

和
太
鼓
同
好
会
「
夢
ひ
び
き
」
の
皆

さ
ん
が
一
年
間
の
練
習
の
成
果
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
休
憩
所
で
は
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
に

よ
る
弁
当
、
豚
汁
、
甘
酒
の
販
売
が

あ
り
ま
し
た
。 

　
公
民
館
ま
つ
り
の
最
後
は
、
同
好

会
生
に
よ
る
作
品
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ

完
売
し
、
公
民
館
ま
つ
り
は
大
盛
況

を
お
さ
め
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
公
民
館
で
は
、
生
涯
学
習
の
中
心

的
な
役
割
を
担
う
た
め
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

生
き
が
い
づ
く
り
に
ぜ
ひ
ご
利
用
下

さ
い
。
　 

⒃

公民館まつり 第20回 

講座や同好会がこれまでの成果を発表 
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